
華

嚴

の

教

主

ー

因

分

果

分

に

就

て
i

淺

井

潔

如
レ是
我
聞

一
時
佛
在
昌摩
端
提
國
寂
滅
澄
場
一

奮
鐸
華
嚴
経

の
開
巻
の
此
の
文
は
所
謂
六
成
就
を
顯
す
丈
と
し
て
他
輕
の
そ
れ
と
全
く
同
様

で
あ
る
。
從
て
七
慮

八
會
能
読
の
佛
身

は
繹
尊
で
あ

る
と
言

へ
ば
足
る
繹

で
あ
る
が
、
華
嚴

一
家

に
於
て
は
然
ら
す
、
或
は
化
身
な
り
と

言
び
或
は
實
報
身
な
り
と
言
ひ
檬

々
の
論
議
が
あ
る
が
、
そ
の
敦
れ
を
も
探
ら
す
し
て
十
身
佛
の
所
読
と
す
る
。
帥
、

探
玄
記
第

二
に

初
定
凶佛

身
一者
、
問
此
八
會
佛
是
何
等
身
、
答
有
人
繹
云
、
是
化
身
佛
、
以
坤↑菩
提
樹

下
八
相
成
道
是
化
身
一故
、
不

離
昇
天
是
重
化
故
、
以
下繹
迦
異
名
名
昌盧

含
那
一非
寧別
報
身
上故
、
叉
有
繹
云
、
説
昌此
経
一佛
是
實
報
身
、
以
昌是
盧
舎

那
法
界
身
一故
、
居
転
連
華
・藏
澤
土
中
一故
、
下
第
七
會
初
歎
レ佛
具
昌彼
二
十

一
種
殊
勝
功
徳
一、
是
實
報
也
、
但
以
レ不
レ

離
レ化
故
該
昌此
樹
下
"非

是

化
身
幅、

今
繹
、

此
佛
准
昌下
文
中
一、

是
十
佛
之
身
通
昌三
世
間
一、

以
下読
昌十
信
及
三
賢

等
地
前
所
見
一非
甲實
報
上故
、
然
居
昌華
藏
一非
昌局
化
一故
、
國
土
身
等
非

前

二
一故
、
具
擾

訪

二
一、
性
融
通
故
具
昌足
圭

華
・
嚴

の

い教

主

(
一
)
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認華

嚴

の

教

主

(
二
)

件
一如
昌帝
網
故

、
是
故
唯
是
周
遍
法
界
十
佛

之
身

叉
五
教
章
下
に
は

.
或
非
レ法
非
報

化
一、
如
昌別
敏

一
乗
一、
是
十
佛
故
也

こ

、
に
十
佛
に
入
る
前

に
含
那
繹
迦
の
名
に
就
て

二
言
す
れ
ば
、
例

へ
ば
唯
識
等
で
は
毘
盧
遮
那
と
盧
遮
那

と
を

匠
別
し
て
前

者
を
法
身
、
後
者
を
受
用
身
と
し
、
繹
迦
佛
を
化
身
と
説

く
が
、
華
嚴

に
あ

つ
て
は
全
く
同

一
に
見

る
。

演
義
鋤
第

四
に

謂
飴
教
遮
那
日疋
眞
、
羅
迦
是
鷹
、
故
脛

云
、
清
浄
法
身
毘
盧
遮
那
佛
、
千
百
億
化
身
繹
迦
牟
尼
佛

、
今
既
相
帥

、

明
是
眞
鷹
相
融
故
、
名
號
品
云
、
或

云
嚇毘

盧
遮

那

、
或
名

裡

迦
牟
尼
"、
但
名
異
耳

叉
行
願
品
疏
鋤
第
二
に

若
准
昌奮
梵
語
一、
翻
毘

盧
遮
那
一、
此
云
呂遍

一
切
慮
寂
一、
属
昌法
身
騨、
盧
遮
那
此
云
昌光
明
遍
照
騨、
属
'報
身
一、
若
准

梵
文
・、
但
新
奮
別
、
非
・分
・法
報
之
異

、
故
奮
謬
華
嚴
惣
名
呂盧
舎
郵

、
唐
鐸
経
中
、
皆
日
昌毘
盧
遮
那
哺、
帥

三
身

十
身
通
名
昌毘
盧
遮
郵

、
今
此
中
用
法
報
通
樗

、
此
最
爲
下正
、
況
此
宗
中
、
法
報
無
異
、
同
是

一
源
、
不
レ同
噌諸

敏

有
爲
無
爲
別
一

帥
、
遮
那
を
法
報

に
限
り
繹
迦
を
化
身

に
局

る
と
言
ふ
様
な
事
は
な
く
、

三
身
十
身
通

じ
て
或
は
遮
那
と
呼
び
或
は

繹
迦
と
名
付
け
る
の
で
、
此

の
二
名

は
但
名
が
異
る
の
み
で
膿
は
同

一
と
す
る
の
で
あ

る
。
其

の
雨
名
を
併
用
す
る
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所
以
は
略
策
に
よ
れ
ば
遮

那
と
は
即
権
之
實
で
あ
り
、
繹
迦
は
即
實
之
権

で
あ

る
と
言
ふ
軌
更
に
奮
輕
第
四
に
は

諸
佛
子
、
此
四
天
下
佛
號
不
同
、
或
欝
悉

達
一、
或
聾

満

月
一、
或
稚

師

子
吼

、
或
欝

裡

迦
牟
尼
一、
或
稽
昌紳
仙
一、

或
樗
呂盧
舎
那
"、
或
繕
幡舶崔
曇
一云
云

と
あ
り
、
要
す

る
に
随
宜
振
物

で

一
多
は
機

に
在

り
、
亦
無
蕃
の
名
を
假
り
て
無
蓋

の
徳
を
彰
す
も

の
で
あ
ら
う
。

今
此

の
遮
那
佛
或
は
繹
迦
佛
は
十
身
佛

で
あ
る
と
言

ふ
。
華
嚴
の
本
輕
に
十
佛

の
読

の
あ

る
の
は
先
づ
十
地
品
第

八
地
に

(
一
)
是
菩
薩

知
聚

生

身
一、
知
"國

土
身

、
知
昌業

報
身

一、
知
呈聲

聞
身

一、
知
昌辟

支
佛
身

"、
知
昌菩
薩

身

一、

知
昌如

來
身

一、

知
昌法
身

・
知
虚

塞
身

(
第

二
+

六
巻

)

(
二
)
知
ぱ如

來
身
(
有
し
菩
提

身

、
願
身

、

化
身
、

力

持
身

、
相

好
荘
嚴

身
、

威
勢
身

、
意

生
身

、

幅

徳
身

、
法
身

、

智
身

(
…第
二
十

山ハ
審

)

後

の
文
は
前

の
文
中

の
如

來
身

上

に
更

に
十
身

を

具
す

る
事

を

示
し

た
も

の

で
新

課

で
は

(
有

)

の

字

が
入

つ
て
居

る
。

典

に
離

世
間

品

に

(
三
)
佛
子

、
菩

薩
摩

詞
薩

知
蓑分

別
読
昌十
種
佛

一、
何

等
爲
レ十
、
所

謂

正
畳
佛

、
願
佛

、
業

報
佛

、

佳

持
佛
、
化
佛

、

法
界
佛

、

心
佛

、

三
昧
佛

、
性
佛

、
如

意
佛

(
第

三
十

七
巻

)

ー

(
四
)
佛

子
、
菩

薩

摩
詞
薩

有
昌十
種
見

佛

一、

何
等

爲
レ十

、
所
謂
無

著

佛
安
昌住

世
間

一成
昌正
畳

一故

、

願
佛

出
生

故
、

塞
・
嚴

の
教

主

(三
)

97



華

嚴

の

教

主

(
四
)

業
報
佛
信
故
、
持
佛
随
順
故
、
浬
桀
佛
永
度
故
、
法
界
佛
無
昌庭
不
τ至
故
、
心
佛
安
住
故
、
三
昧
佛
無
量
無
著
故
、

性
佛
決
定
故
、
如
意
佛
普
覆
故

(
第
四
十

二
巻
)

此
の
十
佛

に
就
て
古
來
行
境
の
十
佛
、
解
境
の
十
佛
と
言

ふ
事
が
言
は
れ
て
居
る
。
そ
の
起
り
は
孔
目
章
第
二
に

若

一
乗
義
、
所
有
功
徳
皆
不
レ離
三

種
十
佛
一、

一
行
境
十
佛
、
謂
無
著
佛
等
、
如
昌離
世
間
品
説
　、

二
解
境
十
佛
、

謂
第
八
地
三
世
間
中
佛
身
衆
生
身
等
、
具
如
昌彼
読
一

解
境
と
は
通
路
記
第

二
に
解
悟
照
了
境
界
法
故
と
あ
り
、
行
境
と
は
同
く
解
絶
修
謹
境
界
法
故
と
あ

る
。
そ
し

て
加

塵
章
に
よ
れ
ば
離
世
間
品
の
十
佛
と
は
帥
第
八
地
所
読

の
如
來
身

上
の
十
身

で
是
を
十
佛
と
名
付
け
、
如
來
身
上
の

十
身
を
行
境
の
十
佛
と
名
付
け
る
。
以
上
凝
然
大
徳
の
説
に
封
し

て
南
紀
録
に
よ
れ
ば
、
至
相
大
師

の
行
境
と
解
境

と
は
説
相

の
中
の
修
因
契
果
生
解
分

(
即
本
輕
如
來
名
號
品
よ
り
寳

王
如
來
性
起
品
ま

で
)
の
解
と
、
託
法
進
修
成

行
分

(
離
世
間
品
)
の
行
と

に
よ

つ
て
分
け
た
も

の
な
り
と
し
、
叉
此

の
孔
目
章
文
中
の
離
世
間
品
は
無
著
佛
等
と

言

ふ
所
か
ら
第
四
十
二
雀

の
み
を
指
し
第

三
十
七
巻
を
指
さ
な

い
。
之
は
捜
玄
記
第
四
下
に

前
信
始
但
鯛
、
今
(
第
四
十

二
巻
)
行
成
故
見

也

・と

め
る
に
よ
つ
て
も
明
で
あ
る
。
從

て
至
相
大
師

の
行
境
の
十
佛
と
は
(
四
)
の
み
で
他
は
悉
く
解
境

に
属
す
る
と
。

帥
芳
英
師
は
、
解

・行
と
言

ふ
黙

に
重
き
を
置

い
て
考

へ
、
凝
然
大
徳
は
義

に
よ

つ
て
説
明
さ
れ
た
も

の
で
あ
ら
う
。

而
し
て
此
の
二
種

の
十
佛

の
中
、
華
嚴
敏
圭
と
考

へ
ら
れ
た
も
の
は
圭
と
し
て
行
境

の
+
佛
で
あ

つ
た
様

で
あ
る
Q
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即
、
十
玄
門
に

所
謂
果
者
、
.
謂
自
膿
究
竜
寂
滅
圓
果
、
十
佛
境
界

一
脚即

一
切
、
謂
十
佛
世
界
海
、
及
離
世
間
品
明
、
十
佛
義
是
也

叉
五
十
要
問
答

に
は

依
昌
一
乗
敏
一見
聞
巳
去
乃
至
會
知
無
生
相
及
鷹

十
歎
見
、

其
十
佛

一
無
著
佛
、
安
昌佳
世
間
一成
出正
畳
一故
、

二
願
…佛

出
生
故
云
云

曙

、

以
上
至
相
大
師

の
読
に
封
し
賢
首
大
師
は
+
佛

に
就
て
特

に
解
境
行
境
を
分

つ
事
は
な
い
が
、
華
嚴
敏
圭
と
し
て

の
佛
は
前
の
探
玄
記
第
二
の
交
及
衣
の
五
敏
章
の
文
に
よ
り
融

三
世
問
の
十
佛
を
圭
と

せ
ら
れ
た
様

で
あ
る
。

謂
此

一
乗
要
是
盧
遮

那
十
身
佛
、

又
蓋
;
一世
間
説

尤
も
五
敏
章
を
繹
す
る
に
當
り
宋
朝

の
道
亭
等
は

十
佛
者
、
成
正
畳
佛
、
願
佛
、
業
報
佛
、
住
持
佛
、
浬
繋
佛
、
法
界
佛
、
心
佛
、
三
昧
佛
、
本
性
佛
、
随
樂
佛
等
、

究
覧
自
謹
不
レ封
噛機

縁
一、
卓
然
猫
得
自
境
界
歎

(
義
苑
疏
第

一
)

と
言
ひ
行
境

の
十
佛
を
立
て
る
が
、
我
東
大
寺
系

の
壽
霊
、
凝
然
等
の
大
徳
は
融

三
世
問
帥
解
境
を
圭
と
す
る
。

衣
に
清
涼
大
師

起
も
矢
張
め
解

・
行
の
語
な
く
(
一
)
を
融

三
世
間
の
身

、
其
他
を
如
來
身
上
の
身
と
す
る
。
帥
、

華
嚴
経
疏
第

一
に

言
昌十
身
一者
、
自
有
昌
二
義
一、

一
約
乱融
三
世
間
」爲
自十
身
陶者
、

一
衆
生
身
、
二
國
土
身
、
三
業
報
身
、
四
聲
聞
身
、

華
・
嚴

の
即教
主

(五
)
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華

嚴

の

教

主

(
六
)

五
縁
畳
身
、
六
菩
薩
身
、
七
如

來
身
、
八
智
身
、
九
法
身
、
十
虚
空
身
、

二
就
噌彿

上
一自
有
呂十
身
聯、

一
菩
提
身
、

二
願
身
、
三
化
身
、
四
力
持
身
、
五
相
好
荘
嚴
身
、
六
威
勢
身
、
七
意
生
身
、
八
幅
徳
身
、
九
法
身

.
十
智
身

、

廣
顯
其

相
一如
昌第
八
地
及
離
世
間
晶
欄

而
し
て
前

に
引

い
た
第
八
地
及
離
世
間
品

の
十
佛
の
中
、
後

の
三
は
名
に
多
少

の
相
違
は
あ

つ
て
も
義

に
於

て
殊
る

な
し
と
さ
れ

て
ゐ
る
(
疏
第
五
十

一
巻
)
。
な
ほ
敢
圭
と
し
て
は
疏
第

一
に

故
読
嚇庇

聾

佛
並
非
呂前
説
葡、
帥
是
法
界
無
鑑
身
雲
、
眞
鷹
相
融

一
多
無
擬
、
帥
盧
遮

那
是
繹
迦
故

と
あ
り
、
次
に
今
先
明
昌十
身
一、
後
彰
昌無
磯
乏

あ

つ
て
先
づ
融

三
世
間
及
佛

上
の
十
身

を
列
ね
た
後
、
用
周
、
相
遍
、

寂
用
、
依
起
、
眞
鷹
、
分
圓
、
因
果
、
依
正
、
潜
入
、
圓
通
無
磯
の
十
義

に
よ

つ
て
其
無
磯
を
彰
す
所
か
ら
す
れ
ば

二
種
の
佛
身

の
鶉
れ
と
言

ふ
よ
り
も
寧

ろ
圓
融
無
磯

の
鮎
を

張
調
せ
ら
れ
た
も

の
の
様

で
あ
り
、
此
無
擬

の
箇
威

の

演
義
鋤
に
は

即

以
昌無
障
磯
法
界
一爲
レ艦
,
含
昌四
法
界
'何
所
不
具
、
故
無
レ
不
レ即
耳
、
則
未
下有
昌
一
法
一非
申佛
身
上也

以
上
澱

・
藏

・
涼
三
租

の
所
読
各
相
違
し
て
ゐ
る
様

で
あ

る
が
、
し
か
し
佛
身

上
の
十
身

は
前
述
の
如

く
融

三
世

間
の
十
身

の

一
た
る
如
來
身

上
に
於

て
之
を
開

い
た
も
の
で
あ
り
、
叉
融

三
世
間
の
十
身

は
探
玄
記
第
十
四

に
も
あ

る
通
り
同

一
大
縁
起
法
義
分
出
故

に
彼
庭
の
脛
文

に
云
ふ
如
く

一
々
の
身

に
各
十
身
を
具
し
て
相
作
無
蓋

で
あ
る
か

ら
、
畢
覚
所
謂
篠
實
通
論
と
擦
勝
爲
論

の
差

に
外
な
ら
す
、
さ
れ
ば
壽
難
大
徳
は
融

三
世
間
の
十
身

に
六
相

の
圓
融
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を

説

き

、
更

に
同

異

二
門
を

以

て
帥

入
し

て
重

重
無
審

な

り
と
論

ぜ

ら
れ

た

の
で
あ

る
。

絡

に

三
身

十
身

の
相

撮

に
關

し

て
は
演

義
鋤

第

四

に

曹即

三
身
∵即
十
身

者
、

若

以
昌佛
身

上
十
身

一者

、

菩

提
身

、

願
身

、
化

身
、

力

持
身

、
意

生
身

、
帥

三
身
中

化
身

撮

也

、

相
好
身

、
威

勢
身

、

頑
徳
身

、

義
通

昌報

化

一、

法
身

暫即

法
身
、

智
身

義
通

呂三
身

一、

局
唯
報
身

故

、
即

三
是

十

即

十

是

三
、
若

約
"】融

三
世
間

十
身

騨、

即

三
身

者
、

如

來
身
通

昌三
身

一、

智
身

亦
通
…
一身

一、

法
身
、

虚

室
身
'即
法

身

、

飴
山ハ
通

昌法
化

"、

法
身

贈
…故
、

縮
野
物
雁
野
國
土

等
」
故
、

、
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置
ハ言
密
敏
は
彼

の
有
名
な

る
十
住
心
の
教
到

に
よ

つ
て
華
嚴
を
第
九
極
無
自
性
心
と
判
す

る
。
・即
此
心
は
顯
教
の

至
極
な
る
も
の
で
、
籍

佛

の
驚
畳
を
蒙

つ
て
入
密

し
て
成
佛
す
る
と
言
ふ
。
秘
藏
寳
鎗
上
に
十
佳
心
の
名
を
列
ね
る

中
に第

九
極
無
自
性
心
、
水
無
呂自
性
騨、
遇
レ風
帥
波
、
法
界
非
ゲ極
、
蒙
レ警
忽
進

と
あ
る
も
の
之
で
あ
る
。
畳
苑

の
演
密
鋤
第

一
に
は

古
來
分
教
総
有
昌多
岐
一、
且
依
昌清
涼
一敏
類
有
レ五
、

一
小
乗
敏
、

二
始
教
、

三
絡
教
、
四
頓
敏
、
五
圓
敢
、
明

一
位

帥

一
切
位
、

　
切
位
即

一
位
、
十
信
満
心
帥
撮

}五
位
嚇、
成
正
畳
等
、
依
闇普

賢

法
界
帝
網
重

々
圭
件
具
足
一故
多
圓

 華
・
嚴

の

剛教

主

(
七

)



華
・
嚴

の
教

主

(八
)

敢
一、
廣
如
昌彼
疏
一、
今
紳
鍵
経
典
與
レ之
大
同
、
但
顯
密
爲
レ異
耳

と
言

つ
て
大
日
経
を
圓
敏

に
撮
し
て
居

る
が
、
眞
言
家
は
之
を
以
て

以
二花
嚴
圓
融
自
在

之
義

一、
濫
も
呉
言
輪
圓
具
足

之
義
一も
の
と
漸
じ
、
華
嚴
を
三
論
、
天
台
、
起
信
等
と
同
列
に
眞
如
縁
起

の
分
齊
と
す
る
。
即
、
寳
鎗

下
に

善
無
畏
三
藏
読
、
此
極
無
自
性
心

一
句
、
悉
搬
昌華
嚴
敏
一蓋
、
所
以
者
何
、
華
嚴
大
意
、
原
レ始
要
レ終
明
昌眞
如
法
界

不
守
自
性
随
縁
之
義
一

指
心
鋤
第
十
三
に
よ
れ
ば

彼
宗
錐
レ云

無̀
霊
縁
起
一、
是

一
心
縁
起
未
レ及

三̀
密
無
蓋
縁
起
"故
、
云
昌眞
如
縁
起
一也
、
叉
難
弓以
レ理
成
レ事
故
談
昌事

融
一、
未
レ明
昌性
相
歴
然
事
常
"故

か
く
の
如
く
華
嚴
を
目

し
て
遮
情
淺
略
と
判
す
る
も
の
に
且
く

二
由
が
考

へ
ら
れ
る
。

一
は
経
論

の
文

に
よ
る
も

の
で
、
他
は
華
嚴

の
租
師
自
ら

の
言

に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
前
者
の
中
華
嚴
敏
圭

に
關

し
て
著
し
き
も
の
は
繹
摩
詞

術
論

で
あ

る
。
周
知
の
如
く
同
論
は
薦
作

の
疑
頗
る
濃
厚
の
本
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
史
實

の
問
題
で
、
既

に
野
山
大

師

に
よ
り
密
敏
正
依
の
論

典
と
し
て
依
用
さ
れ

て
居
る
内
容

の
事
で
は
な

い
。
そ
の
繹
論
第
十
に
云
く

諸
佛
甚
深
廣
大
義
者
、
帥
是
通
総
昌振
前
所
読
門
一、
所
謂
通
二振
三
十
三
種
本
藪
法
一故
、
此
義

云
何
、
言
昌諸
佛
一者
、

則
是
不
二
摩
詞
術
法
、
所
以
者
何
、
此
不
二
法
形
昌於
彼
佛
一共
徳
勝
故
、
大
本
花
嚴
契
経
中
作
"如

レ是
説
一、
共
圓
々

海
徳
諸
佛
勝
、
其

一
切
佛
不
レ能
レ成
昌就
圓
々
海
一、
劣
故
、
若
爾
何
故
分
流
花
嚴
契
輕
中
作
昌如
レ是
説
一、
盧
舎
那
佛

三
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種
世
間
爲
昌共
身

心
一、
三
種
世
間
撮
レ法
無
レ飴
、
彼
佛
身

心
亦
復
無
レ有
レ不
レ撮
焉
、
盧
舎
那
佛
錐
ゾ撮
昌三
世
間
一、
而
振

不
囁
故
、
是
故
無
レ過

以
上
を
解
す
る
に
當

つ
て
唐
土
、
高
麗

の
諸
抄
と
言
家

の
繹
意
と
は
甚
だ
異
る
。
前
者
に
よ
れ
ば
此
文
は
人
法
に
就

て
の
爲
言
で
あ

る
。
帥
能
依
の
人

た
る
諸
佛
と
所
依

の
法
た
る
圓

々
海
不
二
摩
詞
術
と
を
封
比
し
て
所
依
は
能
依
に

勝
れ
た
る
を
説
く
と
な
す

に
反
し
、
後
者
は
專
ら
十
住
心
論
第
九
及
顯
密
二
輕
論
上
の
意

に
よ

つ
て
諸
佛
・即
不
二
摩

詞
術
と
し
、
之
に
封
し
て
彼
佛
、

一
切
佛
、
盧

舎
那
佛
等

の
語
を
以

て
表
さ
れ
た
因
佛
と

の
間

の
勝
劣
を
明
す
も

の

と
到
す
る
。
諸
佛
と
は
果
海
に
入

つ
て
以
後
所
顯
の

一
切
の
諸
菩
薩
、
二
乗
、
乃
至
五
道

の
衆
生
等
は
皆
悉
く

一
佛

身
と
な
す
故
に
、
彼

の
所
現

の
三
乗
、
五
道
等
を
諸
佛
と
名
け
る
所
以
で
あ
る
。

か
く
て
諸
抄

に
よ
れ
ば
之
は
人
法

相
望

で
あ
り
、
言
家

に
よ
れ
ば
人
人
相
望

で
あ
る
。

叉
囁

不
囁

の
句
は
、
諸
抄

に
よ
れ
ば
或
は
人
劣
法
勝
の
故
に
因

分

の
三
世
問
は
振
す

る
も
果
分

の
三
世
間
は
不
γ撮
と
し
、

或
は
因
分
は
人
法
差
別
の
故
に
盧
舎
那
佛
撮
昌三
世
間
一な

る
も
果
分
は
人
法
卒
等
な
れ
ば
不
レ囁
と
言
ふ
。
言
家
に
よ
れ
ば
花
嚴
の
舎
那
佛
は
因
佛
で
あ

る
、
從
て
因
分

の
境
界

は
掻
す
る
も
果
分

不
二
摩
詞
術
の
境
界
は
不
撮
な
り
と
断
す
る
の
で
あ

る
。

衣
に
華
嚴
租
師

の
言
と
は
圭
と
し
て
五
敏
章
を
指
す
。
二
敏
論
上
に
先
づ
章
開
霧
の
丈
を
引
く
◎

今
將
レ開
綿

迦
佛
海
印
三
昧

一
乗
敏
義
一、
略
作
昌十
門
一、
初
明

建̀
立
乗
一者
、
然
此

一
乗
敏
義
分
齊
開
爲
昌二
門
一、
一

別
激

二
同
教
、
初
中
亦
二
、

一
是
性
海
果
分
、
當
噌是

不
可
読
義
一、
何
以
故
、
不
昌與
レ敏
相
鷹
一故
、
帥

十
佛
自
境
界

蕪
・
臨巌

の

教

主

(
九

)
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華

嚴

・の
教

主

(
一
〇
)

也
、
故
地
論

云
、
因
分
可
読
果
分
不
可
読
者
是
也
、
二
是
縁
起
因
分
即
普
賢
境
界
也

言
家

に
よ
れ
ば
此
の
因
果

二
分
の
中
、
可
説
の
因
分
が
顯
敏

の
分
齊
で
不
可
説
の
果
分
を
密
教

の
分
齊
な
り
と
す

る
。
弐
で
章
中
巻
十
玄
縁
起
無
磯
法
門
義
を
引
く
Q

夫
法
界
縁
起
乃
自
在
無
窮
、

今
以
昌要
門
一略
撮
爲
ゾニ
、

一
者
明
鯵究
寛
果
謹
義
一、
帥
十
佛
自
境
界
也
、

二
者
随
レ縁

約
レ因
辮
昌教
義
一、
帥
普
賢
境
界
、
初
義
者
圓
融

自
在
、

一
即

一
切

一
切
即

一
、
不
レ可
レ読
昌其
相
状
一耳
、
如
3華
嚴
経

中
究
竜
果
分
國
土
海
及
十
佛
自
燈
融
義
等
一者
帥
其
事
也
、

不
レ論
昌因
陀
羅
及
微
細
等
"、

此
當
昌不
可
説
義
一、
何
以

故
、
不
昌與
レ敏
相
鷹
一故
、
故
地
論

云
、
因
分
可
読
果
分
不
可
説
者
即
其
義
也
、
問
義
若
如
レ是
、
何
故
経
中
乃
読
昌佛

不
思
議
品
等
果
一耶
、
答
此
果
義
是
約
レ縁
形
封
爲
レ成
レ因
故
読
昌此
果
一、
非
レ撮
昌究
覧
自
在
果
一、
所
昌以
然
一者
、
爲
掌不

思
議
法
品
等
與
昌因
位
一同
會
而
読
占故
、
知
形
封
耳

即
若
し
因
分

の
可
読
な

る
に
反
し
果
分
不
可
説
に
し
て
言
語
遣
断
、
所
被
の
機
根
を
離
る

＼
と
な
ら
ば
、
何
が
故

に

輕
中
に
果
分

の
功
徳
を
読
く
や
と

の
問

に
封
し
、
輕
中
恣
に
果
分

の
境
を
説
く
乏
謂
ふ
に
非
す
、
唯
普
賢
因
分
の
義

を
助
成

せ
ん
が
爲

に
の
み
強
て
此

の
果
徳
を
読
く
、
之
方

に
還

て
此

の
因
分

の
法
を
成
立
す
る
所
以

で
あ

る
。
か
く

て
二
敏
論
上
に

夫
佛
有
三

身
一、
敏
則

二
種
、
鷹
化
開
説
名
日
呂顯
教
一、
言
顯
略
逗
レ機
、
法
佛
談
話
謂
昌之
密
藏
一、
言
秘
奥
實
説

と
言
び
叉
付
法
傳

に
は
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法
報
鷹
化
膿
同
用
異
、
所
謂
報
鷹
化
佛
者
、
亦
名
十
身
盧
含
那
大
小
繹
迦
等
、
常
途
顯
敏
之
圭
是
也
、
此
報
鷹
化

身
則
上
包
昌十
地
満
一下
括
訟
ハ
趣
等
一、
封

種

々
根
機
一以
昌種

々
方
便
一説
昌種

々
法
門
一、
其
所
読
教
則
大
小
乗
所
撮
花
嚴

法
花
般
若
寳
積
最
勝
混
桀
等
、

及
阿
含
等

「
百
落
叉
部
経
是
也
、

語
昌其
宗
要
則

菩
薩
四
撮
六
度
聲
聞
縁
畳
四
諦

十

二
縁

三
十
七
菩
提
分
、
及
人
天
種

々
善
法
是
也
、
並
是
随
他
意
読
方
便
門
也

と
あ

つ
て
華
嚴
教
圭
た
る
十
身
盧
含
那
佛
を
報
身

の
分
齊

に
囁
す
る
事
明

で
あ

る
。
之
に
就
き
宗
義
決
澤
集
第
十
九

に
華
嚴
敏
圭
な

る
論
題
を
設
け
て
決
揮
し

て
居

る
が
、
難
奢
の
問
に
は
華
嚴
の
諸
書
を
墨
ぐ
る
も
、
竪
者
の
答

の
内

容
は
圭
と
し
て
上
の
付
法
傳
の
文
の
解
繹
如
何
に
關

し
華
嚴
家
の
読
に
は
蝕
り
言
及
し
て
居
な

い
、

105

初

の
繹
論

の
文
に
就

て
は
華
嚴
家
に
於
て
之
に
鰯

れ
て
居

る
も
の
は
集
成
記
、
復
古
記
等

で
あ
る
が
軌
れ
も

一
鷹

の
註
解

に
過
ぎ
な
い
様

で
あ

る
か
ら
、

こ

、
に
第
二
の
鮎
即
五
敏
章
文
の
方
を
考

へ
る
の
に
、
因
分
果
分
に
關
し
で

は
も
と
本
経
十
地
品
及
十
地
経
論
に
出
で
、
探
玄
記
を
始
め
華
嚴
輕
疏
共
他
に
之
が
解
説
が
見
ら
れ
る
。
共

の
中
探

玄
記
第
十

に
於
て
は
先
に
古
説
を
叙
し
て
評
.定
を
加

へ
衣

で
自
義
を
述
べ
て
居
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
十
地

に
二
分
あ

つ
て

一
は
就
實
十
地
、

二
は
随
相
十
地

で
、
前
者
が
果
分
、
.即
、
唯
佛
所
知
佛
智
所
行
で
あ
り
、
後
者
が
因
分
、
・即

菩
薩
所
知
菩
薩
所
行
で
あ

る
。

此
の
因
果
二
分
の
義
は
亦
十
地
品
に
限
ら
す

↓
部
経
中
大
意

に
通
す

る
。
以
上
の
外

 華
胞厳

の

胤荻

主

(
一

一
)



華

腸
肋
の

…教

主

(
一
二

∀

に
探
玄
記
に
よ
れ
ば
更
に
第
二
重
の
二
分
が
あ

る
。
即
謹
智
を
以

て
果
分
と
し
、
方
便
寄
法
に
約
し
て
地
の
差
別
を

顯
す

る
を
因
分
と
す
る
。
前
者
は
離
相
離
言
不
可
説

で
あ
り
、
後
は
衆
生
を
し
て
此
の
表
顯

に
よ

つ
て
十
地
の
義
を

解

せ
し
む
る
所
以
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
二
分
は
當
十
地
品
に
局
る
と
な
す
の
で
あ

る
か
ら
、
五
敏
章
を
見
る
に
は

一
鷹
は
初
重
の
二
分
を
以
て
す

べ
き
で
、
言
家

の
意
も
亦
之
に
外
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

上
述
の
五
教
章
文

の
言
家
に
よ
る
解
繹
は
、
不
可
説
の
果
分
が
密
教

の
分
齊
な
り
と
言
ふ
黙
を
除
け
ば
、
華
嚴
家

に
よ
る
も
大
差
は
な
い
。
但
、
二
敏
論

に
引
く
初

の
章
文
に
五
教
章

で
は
尚
次
の
如
き
文
が
績

く

此

二
無

二
全
燈
遍
牧
、
其
猶
波

水
一、
思
レ之
可
レ見

此
二
と
は
勿
論
性
海
果
分
と
縁
起
因
分
と
を
指
す
。
「即
、
因
は
是
れ
掩
レ
果
爲
レ
因
で
果
外

に
因
あ
る
繹
で
は
な
く
果

と
無
二
で
あ
り
、
果
亦
麓
レ因
爲
レ果

で
因
外
に
果
な
く
因
と

無

二
で
あ

ろ
。
か
く
て

果
帥
因
因
即
果

で
因
門
果
を
囁

し
て
絵
す
所
な
く
、
果
門
亦
因
を
囁
鑑
す
る
。

一
塵
の
法
若
し
果
門
を
以
て
之
れ
を
見
れ
ば
、
自
膿
究
覧
、
周
遍
法

界

、

一
即

一
切
、

一
切
即

「
で
あ
り
、
敏
読
を
離
れ
機
見
を
絶
す
る
が
、
因
門
を
以

て
之
を
見
れ
ば
、
融
通
無
磯
、

圭
件
具
足
、
重

々
帝
網
、
縁
起
森
羅
に
し
て
、
教
読
餅
填

し
機
縁

の
了
知
す
る
所

で
あ
る
。
こ
、
に
言
家
は
言

ふ
、

二
分
不
二
と

云
ふ
と
錐
果
分

不
可
読
と
日
ふ
、
果

に
在

つ
て
不
二
と
云
は
す
、
・即
顯
教
の
分

齊
な
り
と
。
之
は
若
し

果
上
の
因
果

の
事

で
あ
る
な
ら
蔵
華
嚴
も
亦
果
上
の
因
果
を
読

く
。
普
賢
行
品
及
性
起
品
の
所
説
が
そ
れ
で
あ

る
。

而
し
て
全
に
果
分
所
謹
を
掩

つ
て
機
根

に
示
し
た
の
が
華
嚴

一
部

の
法
義

で
あ
る
か
ら
所
携

は
果
分
な
る
も
既

に
根

106



縁

に
封
す
る
故

に
果
を
以

て
全
に
因
分
と
名
け
る
。
從
て
果
分
不
可
説
と
は
相
帥
圓
融
等
の
因
分
所
有
の

一
切
の
法

義
が
果
分
中

に
無

い
と

云
ふ
の
で
は
な

い
。
所
有

の
義
門

に
差
異
は
な
い
が
唯
自
境
界
と
機
根
に
示
す
と

の
匿
別
が

あ

る
の
み
で
あ
る
Q

更
に
可
読
不
可
読
を
細
見
す
れ
ば
探
玄
記
第
十
に
よ
る
に
能
詮

の
論
と
所
詮
の
義
と

に
各
三
義
が
あ

る
。
義
の
三

義
と
は
、

一
に
果
海

に
約
し
て
、
総
標
し
て
人
を
し
て
果
海
あ
り
と
知
ら
し
め
得

る
所
可
論

で
あ
り
、
指
斥
し
て
示

し
得
な
い
所

不
可
読
で
あ
る
。
二
に
讃
庭
に
約
し
て
、
既
に
此
の
所
讃
離
相
離
名
な
れ
ば
此
法
を
不
可
説
と
言

ふ
が
、

此
の
不
可
説
と
言
ふ
語
自
身

は
彼
法

に
當

る
故

に
可
説
で
あ
る
。

三
に
本
智

に
約
し
て
、
遮
詮
を
以
て
解
せ
し
む

る

故
に
可
読
で
あ
り
、
直
詮

の
逮
ば
ざ

る
所
不
可
読
で
あ

る
。
衣

に
読

の
三
義
と
は
、

一
に
後
得
智

に
約
し
て
、
事

に

從

つ
て
言
僻
を
以
て
分

別
し
得
る
故

に
可
読
で
あ
り
、

叉
後
得
智
は
必
す
謹
眞
に
由
る
が
之
は
出
世
間
な
れ
ば
不
可

説
で
あ
る
。
二
に
加
行
智
に
約
し
て
、
是
れ
意
言
の
観
な
れ
ば
可
読
な
る
も
、
観
中

の
行
相

は
言
至
ら
ざ
る
故

に
不

可
説
で
あ

る
。
術

一
般
的
に
言

へ
ば
諸
法
の
自
相
は
不
可
説
な
る
も
、
共
相
は
可
読
で
あ
る
。
三
に
所
寄
の
法

に
約

し
て
、
此
の
法
に
寄

せ
て
人
を
し
て
十
地
を
解

せ
し
む
る
故
に
可
読
と
名
く
る
も
、
此
法
を
以
て
直

に
十
地
と
す
る

祠

繹

に
は

行
か
な

い
所

不
可
読

で
あ

る
。

而
し

て
以

上

の
義

及
説

の
六
義

は
互

に
墾

融

す

る
事
夕

示
し

て

就

昌蔓

融

中
一、

此

上
六
中

各
読
.即
無

説
、

無

説
帥

説

、
無

二
倶
融

准
思

可
レ見

と

あ

り
、

叉

華

嚴

の
…教

・王

(
日
三
)
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此
上
不
可
詮
皆

各
不
レ異
二於
可
説
一、
以
遣
ハ理
普
遍
一故
、
可
読
不
レ異
昌不
可
説
・、
以
・縁
修
無
性
・故

と
言
ひ
、
更

に
疏
第
三
十
三
に
は

若
有
菖因
縁
一故
果
可
レ寄
レ言
、
即
レ事
入
レ玄
因
亦
匝
レ説
、
故
云
昌説
少
分
一也
、
不
レ可
昌局
執
・

と
あ

る
。
故

に
可
説
不
可
説

の
言
は
、
或
法
は
定

で
可
説
で
あ
り
他

の
法
は
定
で
不
可
説
な
り
と
謂
ふ
の
で
は
な
く

し
て
、
眞
妄
、
有
無
等
の
言
と
同
様

に

一
切

の
法
に
就

て
或
は
全
に
可
説
で
あ
り
或
は
全

に
不
可
読
で
あ
る
。
か
く

し
て
因
分
果
分
及
そ
の
読
不
説
共
に
無
磯
圓
融

の
外
に
出
る
も
の
で
は
な
い
。

此
の
自
謹
果
分
の
説
不
と
言

ふ
事
は
、
そ
の
果
分
を
説
く
と
言

ふ
の
と
、
果
分
が
説
く
と
言
ふ
の
と
で
問
題
の
形

は
少
し
く
…愛

つ
て
居

る
が
、
華
嚴
家

に
於

て
の
み
な
ら
す
置
ハ言
家
に
あ

つ
て
も
亦
重
大
な
問
題
で
、
古
義
新
義
各
涙

の
決
澤
書
歎
多
あ
る
中
、

一
と
し
て
之
を
論
ぜ
ざ
る
は
な
く
、
竪
敵

の
意
趣
、
成
立
の
義
理
も
甚
だ
多
様
で
あ
る
如

く
で
あ
る
。
其

の
最
も
著

し
き
は
古
義
宗
決

の
本
地
自
性
身
説
と
新
義
第
三
重

の
加
持
身
読
と

で
あ
ら
う
。
又
之
に

關
聯

し
て
果
分
は
如
何
な
る
意
味

に
於
て
も
機
縁
を
絶
す
る
か
否
か
に
就
て
、
か
の
自
性
會
因
人
の
論
則
が
あ

る
。

即
、
古
義
涙
は
自
謹
會

に
實
行
の
因
人
あ
る
を
容
し
、
新
義
派
は
無

し
と
成
立
す
る
。
此
等

の
黙
を
更

に
審

に
す
る

に
は
勢
ひ
爾
家
敏
理
の
全
般
に
渉
ら
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
に
な

る
。

凡
そ
言
家

の
華
・嚴
を
目
し
て
無
明
縁
起

の
分
齊
と
な
す
も
の
、
其

の
嫉
と
し
て
上
の
如

く
繹
論
、
二
敏
論
等
を
引

く
が
、
教
理
上
よ
り
見
て
遣
ハ言

の
本
有
表
徳

に
封
し
て
修
生
遮
情
な
り
と
す

る
に
由
來
す
る
も
の

、
様

で
あ

る
。
從
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て
般
若
、
起
信
は
固

よ
り

天
台

の
諸
法
實
相
、
華
嚴

の
事

々
無
磯
も
畢
覚
す
る
に
蹄
す

る
所
無
相
挙
等
の
察
理
な
り

と
見
る
が
、
他

は
且
く
措
き
華
嚴
の
所
読
も
亦
之

に
過
な

い
で
あ
ら
う
か
。
元
來
華
嚴
に
あ

つ
て
は
同
別

二
教
と
構

し
、
そ
の
同
教
と
し
て
或
は
三
乗
を

「
乗

に
同
じ
或
は

一
乗
を

三
乗

に
同
じ
て
説
く
故
に
し
か
く
考

へ
ら
れ
る
箇
所

も
少
く
な

い
が
、
今
華
嚴
家
に
於

て
縁
起
を
談
す
る
の
に
二
通
り
あ

る
。

一
は
常
途

の
縁
起
で
、
縁
合
す
れ
ば
有
、

縁
散
ず
れ
ば
塞
と
言

ふ
三
乗
の
読
と
其

の
根
本
に
於
て
大
差
は
な

い
が
、
他

の
も

の
は
正
し
く
は
之
を
性
起
と
呼
び

外
縁

の
合
散

に
よ
つ
て
起
不
起
を
異

に
せ
ざ
る
法
爾

の
性
徳
を
明
す
も
の
で
あ

る
。
帥
、
行
願
記
に
云
ふ
如
く
、
世

出
世

一
切
の
諸
法
全
に
是
れ
性
起

に
し

て
性
外
更

に
別
法
な
く
、
諸
佛
衆
生
と
交
徹
し
、
浮
土
薇
土
と
融
通
し
、
法

々
皆
彼
此
互
牧
、
塵
々
悉
く
世
界
を
包
含
し
て
相
即
相
入
、
十
玄
門
を
具
し
て
重

々
無
審
な
る
も
の
全
く
性
起
に
よ

る
の
で
あ

る
。
性
起
の
因
果
李
等

に
し
て
し
か
も
因
因
た
り
果
果

た
り
生
佛
宛
然
な
る
所
別
教

一
乗

の
三
乗
五
乗

に

超
過
す
る
圓
旨
で
あ
ら
う
。

、

以
上
眞
言
密
敷
に
因

つ
て
華
嚴

の
難
鮎
と
見
徹
さ
れ
る
所
を
考

へ
た
の
で
、
僅

に
古
徳

の
言
句
を
列
ね
た
だ
け

に

過
な

い
が
、
他
家
か
ら
見
れ
ば

叉
別
に
考

ふ
可
き
鮎
も
多

々
あ
る
繹
で
あ

る
。
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